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B-JETの概要

JICA
トレーニングプログラム
（⺠間企業でのパイロットモデル）

- ⽇本語教育
- ITスキル
- ビジネスマナー

技術協⼒
(⽇本の⼤学・企業からの専⾨家派遣）

Bangladesh
Computer Council

⽇本のIT企業への就職

サポート

バングラデシュ国内で
⽇本企業と関連のある
IT企業への就職

⽇本のIT企業もしくは⽇本企業と関連のあるIT企業で働くバングラデシュ⼈ITエンジニア
育成のための⽇本語教育、ITスキル、ビジネスマナーのトレーニングプログラム。

1. B-JETとは？



https://www.jica.go.jp/publication/mundi/202005/202005_04.html

JICA⽉刊広報誌『MUNDI』2020年5⽉号より
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学期

開始年⽉
第1期

2017.11
第2期

2018.02
第3期

2018.06
第4期

2018.11
第5期

2019.02
第6期

2019.06
第7期

2019.11
第8期

2020.02
応募 1,825⼈ 4,707⼈ 2,668⼈ 4,002⼈ 3,221⼈ 3,457⼈ 3,690⼈ 3,419⼈

書類選考 234⼈ 450⼈ 565⼈ 855⼈ 969⼈ 1,716⼈ 1,167⼈ 1,460⼈

筆記試験 154⼈ 213⼈ 279⼈ 396⼈ 377⼈ 560⼈ 412⼈ 436⼈

⼀次⾯接 45⼈ 87⼈ 83⼈ 145⼈ 137⼈ 114⼈ 158⼈ 136⼈

最終⾯接 75⼈ 70⼈ 61⼈ 77⼈ 87⼈

確定 20⼈ 40⼈ 20⼈ 40⼈ 40⼈ 40⼈ 40⼈ 40⼈

選考倍率 91倍 118倍 133倍 100倍 81倍 86倍 92倍 85倍

第4期以降、⽇本語教育の専⾨家も同席する最終⾯接を実施し、
⽇本語を短期間で学習する者としてふさわしいかどうかという観点からの評価
（学習適性・時間管理能力・学習動機）

研修⽣の選抜 1. B-JETとは？

ƢŘɇəɝ�

ǉǎǊ  Mƴ: Facebookɋɝȱǟā�}�ȞAġ 
ǉǏǊ  ßǀƢŘ: CSEņ�ƣRóřȞ�ƂȉǟRów�ɜ»œɜNLŌǃȞĒÒO 
ǉǐǊ  Ľųŷǃ: ė�ȊɈəȬɕɎɚȬŰŹȋÆ�ǻǺǟɈəȬɕɎɚȬȲȪɗȞȸȤȹȫ 
ǉǑǊ  ƹÉ: ¿ŧŶ$ǟ�ĖŶ$ȊǏɃɝȼȞ�×�
ǉǒǊ  ȶȲȫŁĝǗǇǇȍșǮȈȶȲȫȞ�×ǉ^ñř�oǖǕǈǊ 

  ļǎå� ļǏå� ļǐå�

¯M� 1825 4707 2668 

Ľųŷǃ� 234 213 279 

ƹÉ� 45 87 83 

ĳ�� 20 40 20 

ƢŘ+ě� ǖǎ+� ǎǎǕ+� ǎǐǐ+�

選抜過程で⾏った
ひらがなチェックの例





B-JET修了⽣の就職実績 1. B-JETとは？

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 合計
研修⽣数 20 40 20 40 40 40 40 40 280
修了者 20 38 19 39 38 35 39 37 265

就職決定者
20

(100％)
38

(100％)
19

(100％)
39

(100%)
38

(100%)
35

(100%)
39

(100%) 就活中 228

⽇本就職者
17

(85％)
28

(74％)
17

(89％)
33

(85%)
29

(76%)
22

(63%)
28

(72%) 就活中 174

B-JET修了者の就職実績（2020年9月時点）
B-JET修了者の
日本国内の就職エリア

（2020年9月時点）

「宮崎・バングラデシュモデル」で来⽇の場合：
留学ビザで来⽇後就労ビザに切り替え

上記以外で来⽇の場合：
「技術・⼈⽂知識・国際業務」の在留資格



「宮崎・バングラデシュモデル」

糧

B-JET
研修生募集
日本語、IT、ビジネスマナー研修
進路指導、等

宮崎⼤学留学
⽇本語等追加研修

＋
宮崎市内 IT企業

インターンシッププログラム

宮崎市

インターン
経費補助

宮崎市バングラデシュ

宮崎市内
IT企業就職

採⽤経費補助
家賃補助

宮崎⼤学

研修実施

3ヶ月 3ヶ月

宮崎市内企業

専⾨家派遣、教材開発

海外⼈材紹介
事業の展開

1. B-JETとは？



宮崎市移住センターHPより

https://life-miyazaki.com/voice/sparkjapan-ramzan/
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https://forms.gle/e4gyHiz4JEKU9unn7

教材はこちらのフォームから
アンケートに回答後、閲覧いただけます！

https://forms.gle/e4gyHiz4JEKU9unn7


教材の内容

1) メインテキスト
2) 音声教材
3) 文法解説書
4) 教師用指導書
5) テスト（4種）
6) 文字教材（ひらがな、カタカナ、漢字）
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3) 文法解説書：本文の会話を理解するために必要な文法について例文とともに解説す

るもの。各ユニットの最後に簡単なチェック課題があり、自学習用としても使うこ

とができる。研修生の中には、中等教育以降の教育を英語で受けたため、ベンガル

語での学習が難しいという者もいるため、ベンガル語に加えて英語での解説もある。 
 

4) 教師用指導書：教師が授業を行う際に参考にすることができる手引書。文法解説書

と同様の理由で、ベンガル語、英語での記述があるほか、教師が日本人ということ

も想定されるので、日本語の記述も加えている。 
 
5) テスト一式： a. Daily Quiz 

b. Weekly Quiz 
c. Mid-term Exam 
d. Final Exam 
 

それぞれ、対面用に紙媒体のものと、遠隔用に Google Formで作られた、ウェブ上

で受験可能なものとがある。対面用のものは、さらに、カンニング対策として、A
と Bという 2 種類のバージョンが用意されている。 
 

6) 文字教材：  a. ひらがな教材 
b. カタカナ教材 
c. 漢字教材 

 
n メインテキストの構成 
メインテキストは、主人公の「ハサン」というバングラデシュ人のエンジニアを中心

に展開されるストーリー仕立てになっている。これによって、ハサンがテキストの中で

経験するさまざまな出来事を、研修生が追体験し、近い将来遭遇しうる場面をできるだ

けリアルに想像しながら学習することができる。第 1 課から第 5 課まではバングラデシ

ュでの場面、第 6 課でハサンは渡日し、それ以降は日本の宮崎での場面が想定されてい

る。各課のタイトルは以下のとおりである。 
 

第 1 課 順との出会い 
第 2 課 友達になろう 
第 3 課 我が家へようこそ 
第 4 課 小旅行に行こう 
第 5 課 インターネットで面接 
第 6 課 日本に到着 
第 7 課 初任研修 

第 8 課 新生活 
第 9 課 会社生活 
第 10 課 同僚との週末 
第 11 課 安全な生活 
第 12 課 初めての病院 
第 13 課 仕事で充実した毎日 

メインテキストの構成
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2. カリキュラム 
まず、プログラムの期間や時間割、また評価の方法についてなど、運営に関わる部分

について見てみたい。 
1.4 節で述べたように、プログラムの期間は、1 週間、あるいは 1 日に学習する時間
を多く取り、集中的に学習するほうがよい。そこで、B-JET は 13 週で行われることに
決定された。授業は週 5日、1コマ 50分の授業が 1日に 6コマ行われ、そのうち 4コ
マが日本語の授業に充てられたため、B-JET期間中の日本語授業の総時間数は 260時間
（50分×4時間×5日×13週）である。 

 
2.1. 時間割 

1週間の時間割を表 2に示す。実際は、2クラスが並走していたため、Class 3、4と、
Class 5、6が入れ替わった時間割で授業が行われたクラスも存在した。 

 
表 2. 日本語授業の時間割 

  日 月 火 水 木 

 8:45 – 9:00 Weekly 
Quiz 

Daily Quiz Daily Quiz Daily Quiz Daily Quiz 

Class 1 9:00 – 9:50 文字 文字 文字 語彙 

Class 2 10:00 – 10:50 文化紹介 語彙 語彙 語彙 文法 

 Tea Break 
Class 3 11:10 – 12:00 語彙 文法 文法 文法 作文 

Class 4 12:10 – 13:00 文法 会話 会話 会話 会話 

 Lunch Break 

Class 5 14:00 – 14:50 ICT BIZ BIZ BIZ 
Team 

Meeting 

Class 6 15:00 – 15:50 会話 ICT ICT ICT ICT 

 

基本的な 1日の時間の使い方は以下のとおりである。 
 
小テスト：前日に学習した内容から出題。 
文字：ひらがな、カタカナ、漢字の学習。 
語彙：当日学習する範囲の本文の内容理解と語彙の学習。 
文法：当日学習する範囲の本文に出てくる文法の学習。 
会話：本文を模倣する練習をした後、本文をもとに類似の会話を作成、実践。 

 
木曜日は、日〜水曜日に学習した内容を 1日かけて復習し、週末を挟んで日曜日の朝
に、前の週に学習した内容から出題される週テストを行った関係で、日曜日と木曜日

は若干時間割が異なる。 
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2.2. スケジュール 
次に期間中のスケジュールを表 3に示す。0節に後述するとおり、B-JETで使用さ
れたテキストは、1日で１ユニット、1週間で 1課が完結するように作られていたた
め、このようなスケジュールで授業を進めることが可能であった。 

 
表 3. 日本語授業のスケジュール 

  日 月 火 水 木 

Week 1 Lesson 1 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 2 Lesson 2 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 3 Lesson 3 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 4 Lesson 4 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 5 Lesson 5 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 6 ― 復習他 復習他 中間試験 発表会準備 発表会 
Week 7 Lesson 6 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 8 Lesson 7 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 9 Lesson 8 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 10 Lesson 9 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 11 Lesson 10 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 12 Lesson 11 Unit 1 Unit 2 Unit 3 Unit 4 復習 
Week 13 ― 復習他 復習他 期末試験 修了式準備 修了式 

 
1週間で 1課分の学習が完結し、週末に復習をして、週明けにテストを受け、その日
に新しい課の学習が始まるというスケジュールによって、学習を計画的に進めることが

できる。そのため、B-JETでは、祝日等でスケジュールにズレが生じた場合でも、週末
を利用して、週 5日は必ず確保するようにしていた。 
テキストの各課は、週 5日の時間割に合わせてユニット 5まで準備されていたが、週
テストに向けた復習を自学習では補えない研修生が多かったため、ユニット 5 は扱わ
ず、週の最終日に 1日かけて各課の復習を行った。また、全 13週のスケジュールに合
わせて、テキストは全 13 課で構成されたが、途中、消化不良を起こし、うまく学習を
積み重ねられない研修生も見受けられたため、5週の学習を終えた段階で中間試験、プ
ログラムの最終週に期末試験を行うこととし、まとめて復習する機会を設けた。そのた

め、第 8期を除いては、テキストの 12課、13課は扱われていない。 
なお、中間試験の週に行われた成果発表会、および修了式での制作活動の内容につい

ては 0節で報告する。 
 
2.3. 評価 
日本語科目としての評価は、以下の 4種類のテストによって行った。テストの内容
等詳細については、別添の各テストおよび実施要項を参照されたい。 

時間割

日本語授業のスケジュール

時間割＆スケジュール 2. B-JETの⽇本語教材と教育実践
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【Vocabulary】 
 
■ Nouns 
oinori  ͓͍ͷΓ� �Γف͓  !"#$%", %"&"'   
shūgyō jikan ͠Ύ͏͗ΐ͏͔͡Μ� बؒ࣌ۀ� (")'* +&, 
musurimu  ϜεϦϜ�  � &-+./& 
hējitsu  ͍ͭ͡ ฏ� .%,.&0 (")'* .1% 
*repōto Ϩϙʔτ� � .*)2"3$   
 
【Additional Nouns for Religious Structure】 
kyōkai ͖ΐ͏͔͍� �ձڭ 4"4$  
jinja ͡Μ͡Ό� ਆࣾ� &5  
tera ͯΒ ࣉ� &.6*  
 
■ Verbs 
*owaru ͓ΘΔ� [u] ऴΘΔ� 789 :;,"  
zangyō suru  ͟Μ͗ΐ͏͢Δ�� [irr.]  ͢ۀΔ� <.0.*= +&, ("' 

(*", ;>"*3"?& (*"  
yameru  ΊΔ� [ru] � #"&", 7@)A 71," (7(")%" 

("') 
 
【Additional Vocabulary for Condition】 
onaka ga suku ͓ͳ͔͕�͘͢� [u] ͓ෲ͕ۭ͘� B-C"0$  :;,"  
tsukareru ͔ͭΕΔ� [ru] ർΕΔ� D"E :;,"  
nodo ga kawaku ͷͲ͕�͔Θ͘� [u] ׇ͕͘� 0F G"0$  :;,"  
 
■ Adjectives 
dame ͩΊ� [na] � .%)9C 
*nemui ͶΉ͍� [i] � HI& HI& >"J  
 
■ Others 
katteni  ͔ͬͯʹ�  উखʹ� .%)'* ?)K&)0" 
sonobun  ͦͷͿΜ�  ͦͷ� 7+? <L8 

dōshitemo  Ͳ͏ͯ͠�  � 7M >")J? 7:"(,  
7M)("%>")J 

...ni totte  ʙʹͱͬͯ�  � ...N* '%O 
  

メインテキスト（第7課ユニット4：本⽂） 2. B-JETの⽇本語教材と教育実践



評価
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これらのテストによる評価は研修生の順位付けを行うというよりは、教師、あるい

は研修生本人による理解度の把握目的という色合いのほうが強い。教師はこの結果に

基づき、理解が遅れている研修生に対して適切なケアを行ったり、授業の組み立てを

見直したりする。研修生は自分の躓きに気づくことができるし、それ以前に、学習の

マイルストーンとしての役割も果たす。それぞれのテストの概要は表 4に示すとおり
である。 

表 4. 日本語科目の評価に用いたテスト 

 満点 合格点 
週当たり 

実施回数 

合計 

実施回数 

Daily Quiz: 20点 16点 
（80%） 

4回 ×11 週 ＝ 44回 

Weekly Quiz: 50点 35点 
（60%） 

1回 ×11 週 ＝ 11回 

Mid-term Exam: 100点 50点 
（50%） 

− 1回 

Final Exam: 100点 50点 
（50%） 

− 1回 

 
各テストは以下の要領で実施された。 

 
Daily Quiz：毎朝授業開始前の 15分を利用し、前の日に学習した内容から出題される

復習テスト。 
• リスニングおよび、文字、語彙、文法を問う問題からなる。 

• 午前中のうちに教師が手分けして採点を行う。合格点に達しなかった研修生に

対しては、当日の放課後に追試を行う。 

 
Weekly Quiz：毎週日曜日の朝の 65分＋5分を利用し、前の週に学習した内容から出

題される復習テスト。 
• リスニングおよび、文字、語彙、文法を問う問題、読解問題に加え、ライティ

ング、オーラルの課題がある。ライティング、オーラルの課題は事前に伝えら

れる。 

• 冒頭の 20分（初めの方の課では 15分）でライティング、残り 45分で文字、
語彙、文法、読解問題からなる筆記試験を行う。 

• オーラルテストは 1人当たり 5分程度、教師と 1対 1のロールプレイ形式で行

われる。会話はすべて録音または録画され、採点や研修生へのフィードバック

に利用される。1人 1人を順番に取り出して個別に対応することになるため、

⽇本語科⽬の評価に⽤いたテストと合格点

ライティングテスト回答サンプルオーラルテスト実施の様子

2. B-JETの⽇本語教材と教育実践





成果概要（アンケート調査結果）
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図 20. B-JETにおける日本語学習への満足度（5段階評価） 

 
n 到達したい日本語のレベル（研修前後調査に基づき比較） 
研修開始前と終了後の調査において、将来的に到達したい日本語レベルについて質

問した。その回答結果を図 21に示す。学期間で若干の差はあるものの、概して研修

後には研修前に比べて、高いレベルを目指したいと考える研修生が減少する傾向が見

られる。なお、B-JET研修で到達するレベルは初中級と考えられ、研修後のグラフ中

で「初中級」に含まれるのは「現状の日本語能力に満足している」と回答した研修生

の数である。つまり、これ以上日本語の学習は継続しなくてもよいと考える研修生も

一定数存在すると解釈できる。（図中の数字は実数。） 
 

  
図 21. 到達したい日本語のレベル：研修前（左）と研修後（右）の比較 

 

n B-JET の各種テストの成績 
各学期の 4 種のテストの平均点を図 22に示す。第 1期は基準点を設けずに、主に

復習の目的でテストを実施していたため、特に Daily Quizの点数が飛び抜けて低い。

この反省を踏まえて、第 2期からは 2.3節で示した基準点を設け、合格するまで繰り
返しテストを受けなければならない仕組みを導入した。その結果、研修生たちはテス

トに向けて学習する習慣を身につけてくれるようになり、運営側は研修生たちに学習
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顧客満⾜度

2. B-JETの⽇本語教材と教育実践



成果概要（各種テスト結果）
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管理をうまく促せるようになるなどの効果が現れ、学期を追うごとに、平均点が上昇

した。ただし、第 8期は、第 5 週以降、オンラインでテストを行なったため、不正な

く正しく受験されたかなどについて確認する術がなく、この数字に信憑生があるとは

言い難いことには注意が必要である。 
 

 
図 22. 学期中に実施した日本語テストの成績（各学期の平均点） 

 

n J-CAT等結果 

第 6期以降は、研修終了後に J-CATの受験を推奨した。J-CAT (Japanese Computerized 
Adaptive Test) とは、日本語学習者を対象とした日本語能力の判定をインターネット上

で受験できるアダプティブテスト7である。聴解、文字・語彙、文法、読解の 4つのセク
ションから構成され、それぞれ 100点満点で、計 400 満点のテストである。受験者によ

って出題される問題の種類と数が変わるため、受験時間も変わり、45 分～90 分程度で
ある。J-CATのスコアは表 11のとおりである。その他詳細は <https://j-cat.jalesa.org> を
参照されたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
7 アダプタティブテストとは、難しい問題と容易な問題を交互に解かせることによって、受験者の能力を
推定する方法のことで、テスト開始直後は、能力と問題の難しさの度合いに開きがあるが、何問か繰り返

して、能力との開きがなくなった（つまり、測定誤差が小さくなった）時点で能力が判定される。 
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表 11 J-CATのスコアについて 
（< https://www.j-cat2.org/html/ja/pages/interpret.html >を参考に⼀部改変） 

J-CAT レベル JLPT互換 
0- 初級前半  
100- 初級  
150- 初級後半 N4 
200- 中級前半 N3 
250- 中級 N2 275- 中級後半 
300- 上級前半 N1 325- 上級 
350- 超級（母語相当）  

 

B-JETでは、第 6期は 30名、第 7期は 29名、第 8期は 32名が受験し、結果は図 23
に示すとおりである。第 8期には平均で JLPTの N4相当の能力に到達していることに
なり、1.1節で概説した到達目標を達成していると言える。第 8期は第 5 週以降、遠隔

での授業であった代わりに、2.4 節でまとめたように、追加の授業を行ったため、通常

よりも学習期間が長かったこと、テキストを最後の課まで扱ったこと、また、テスト対

策の授業期間を設けたことなどがよい結果につながったと考えられる。 
 

 
図 23 研修後の J-CATの結果（第 6〜第 8期） 

 

7.2. 国外就職を実現した研修生の属性 

Follow-up 調査の結果から、国外での就職を果たした修了生と、国外には就職してい
ない修了生とに分けて分析すると、両者にはいくつかの点で差があることが明らかにな

った。ここでは、データがすべて揃っている第 2期〜第 5期の修了生分の日本語に関わ
る部分に限ってまとめる。それぞれの人数は表 12 に示すとおりである。「日本就職」
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設計どおりにコースが運営され、
研修生が計画的・自発的学習を実践すれば、
「N4レベル」に到達できる。

学期中に実施した日本語テストの成績（各学期の平均点） 研修後のJ-CATの平均点（第6〜第8期）

⽬標達成度

2. B-JETの⽇本語教材と教育実践
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なぜ既存の初級教科書を使わないのか？

⽇本語教材コンシェルジュHPより（ビジネス⽇本語教材の⼀覧）
<http://j-os.com/japanesematerial/business.html>

初級⽇本語教材

3. B-JETの⽇本語教材開発



「専⾨⽇本語」とは「⾔葉ができるようになるための」ものではなく、「何事かをなすため
の、何者かになるための」ものであるために、「⾔語のみを取り出して鍛える」という発想
には限界がある。
社会の中で「何事かをなす」ためには、他者と協働で作業を⾏うことが求められ、そこでは
単に⾔語記号を受容するだけ、表出するだけではなく、「書きながら読む、聞きながら議論
する」というような「複合的な」活動をしている。 （春原 2006）

「専⾨⽇本語教育」については様々な需要があるが、専⾨家同⼠の分業を可能にするために
は、そうした需要にいちいち答えるというより、「相互理解と相互信頼のための共通⼿段」
（すなわち「専⾨⽇本語の気配り」）が必要。
「多様な現実から⼀般論を絞り出す真の帰納的研究」こそがめざされなければならない。

（⼭崎 2008）

なぜ既存の初級教科書を使わないのか？ 3. B-JETの⽇本語教材開発

「専⾨⽇本語教育」（春原2006, ⼭崎2008）



なぜ既存の初級教科書を使わないのか？ 3. B-JETの⽇本語教材開発

「⽬的別⽇本語教育 (JSP)」（佐野 2009）
JSP

• 学習者の特定のニーズに合った⽬標設定
• 学習者の特定のニーズとゴール達成に必
要な項⽬

• ⽬標達成に対し必要性の⾼いものを優先
• ⽬標達成に必要とされるスキル優先
• 学習期間、時間ともに制約あり

• 学習者主導

• ⼀般教養、単位取得、試験の合格
• テキストで紹介される⾔語構造、場⾯な

どが中⼼
• テキストによって予め学習項⽬の提出順

序が決められている
• ⾔語の４技能をバランスよく伸ばす
• 学習期間は教育機関が設定するが、継続
可能

• 教師主導

JGP

cf. ⽬的別英語教育 (ESP)
(Widdowson 1983, Hutchinson & Waters 1986, Robinson 1991, Dudley-Evans & St.John 1998)



なぜ既存の初級教科書を使わないのか？ 3. B-JETの⽇本語教材開発

「ビジネスコミュニケーション」（近藤 2014）
「企業関係者に「ビジネス⽇本語」と⾔うと、「敬語」や「⽇本語」の勉強と、狭義にと
らえられることが多く、実際に⾏われている職場内外でのコミュニケーション（会議・商
談他）や、提案書や議事録作成のためのアカデミックライティングといった、広範囲な教
育内容が理解されることは難しい」

「ビジネス⽇本語教育」＝「ビジネス・⽇本語教育」
⇒「ビジネスコミュニケーション教育」

ビジネスコミュニケーション：
⽇本語を媒介語として仕事をする際に必要となるコミュニケーション



ビジネス⽇本語教育は中級から？

⽇本語教材コンシェルジュHPより（ビジネス⽇本語教材の⼀覧）
<http://j-os.com/japanesematerial/business.html>

ビジネス⽇本語教材

3. B-JETの⽇本語教材開発



ビジネス⽇本語教育は中級から？ 3. B-JETの⽇本語教材開発

なぜ初級からのビジネス⽇本語教育が進まないのか？

●教材不⾜という外的要因

●教師の不安に起因する内的要因

NO!（粟飯原 2014 ）

⇒市販のビジネス的内容が盛り込まれたテキストをうまく利⽤する。

⇒対応表を作成する
・教材で使⽤した語彙がJLPTのどのレベルに相当するのか、
・教材で使⽤された⽂法が他の主な⽇本語教科書のどこに出ているのか、
・他の教材の語彙や⽂法の違いは何か、など。



ニーズ調査 1/2 3. B-JETの⽇本語教材開発

日本で就労しているバングラデシュICT人材に対する調査（アンケート＋ヒアリング）
【調査目的】

• 日本人や日本企業と業務を行う際に必要な日本語を調査する。
• 国内で生活するバングラデシュ人ICT技術者の日本語学習の背景を調査する。
• 国内で生活するバングラデシュ人ICT技術者の日本での日常生活について調査する。
• バングラデシュ人の生活スタイル等について調査する。

【質問項目】

• 日本に来てから困難な／困難だったこと（選択式・複数回答）
• 来日前に知っておくべきだったと思うこと（選択式・複数回答）

ほか、全18項目。

【調査結果】

有効回答： 23名（男性のみ）

平均年齢： 34.1歳

日本語学習歴：
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図 6. 日本語学習歴（2017年実施のニーズ調査における内訳） 
 

各質問項目より抜粋：質問項目の中でもっとも重要な 2項目について調査結果を図 
7に示す。日本で生活する上で困難を感じていること、来日前に知っておくべきだ

ったことのいずれの質問に対しても、日本語という回答が圧倒的に多かった。 
 

 
図 7. 日本で生活する上で困難を感じていること他（2017年実施のニーズ調査結果より） 

 

これらの項目に関して、追加でヒアリング調査を行ったところ、会社ではコミュニ

ケーション自体が英語であるか、そうでない場合でも英語が話せる社員が仲介して

くれるため、業務上ではさほど困難を感じていないという意見が多かった。一方日

常生活では困難を感じる場面が多く挙げられた。 
 

• 日常生活で困難を感じる場面としては、病院（病状の説明等）、不動産、ガ

ス、電気、水道、銀行、子供の学校などの書類や契約時のコミュニケーション

などが例として挙げられた。このような場面を乗り切るための方略としては、

日本語が話せるバングラデシュ人の友人、日本人の友達、会社の同僚など、周

囲の人の助けを借りるということが多いようだ。ほかにも区役所から派遣され

るヘルプ要員に助けてもらう、スマートフォンの翻訳アプリを使うなどの回答

があった。 

 

• 業務上で困ったこととしては、クライアントとの口頭でのやりとり、社内での

メールや文書などが例として挙げられた。このような場面を乗り切るための方

略としては、英語が話せる同僚に聞くなど、周囲の助けを借りるケースのほ
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より困難を感じるのは、
業務面においてではなく生活面



ニーズ調査 2/2 3. B-JETの⽇本語教材開発
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• 外国人材が社内で日本語を使う環境について調査
• 社長、OJTトレーナー、メンターおよびバングラデシュ人社員2名に対しても聞き取り調査

→誤解が生じた場面、困難を感じた場面等具体的なエピソードを紹介してもらい、
またそれをどのように乗り越えたかについても共有してもらった。

ニーズ調査1/2と共通する結果として、
バングラデシュICT人材が日本滞在において
より困難を感じるのは、業務面においてではなく生活面においてであり、

周囲との良好な人間関係を構築することにより、周囲に助けられながら困難を乗り切っている
という実態が明らかとなった。

日本で就労しているバングラデシュICT人材2名に1日密着取材

株式会社教育情報サービス；KJS
（宮崎市内）にて





3. B-JETの⽇本語教材開発教材開発過程で特に⼯夫した点 1/2

メインテキストは、主人公の「ハサン」というバングラデシュ人のエンジニアを中心に展開されるストーリー仕立て

になっています。これによって、ハサンがテキストの中で経験するさまざまな出来事を、研修生が追体験し、近い

将来遭遇しうる場面をできるだけリアルに想像しながら学習することができます。第1課から第5課まではバングラ

デシュでの場面、第6課でハサンは渡日し、それ以降は日本の宮崎での場面が想定されています。

渡日しているバングラデシュ人ICTエンジニアの多くは、日本語使用という観点では、業務上よりも、日常生活で

困難に直面する場面が多いようです。そのため、テキストには、日常生活の場面がふんだんに盛り込まれていま

す。会社の中で展開される場面でも、業務で使う日本語よりも、上司や同僚との人間関係構築のために必要なコ

ミュニケーションに焦点を当て、構成されています。つまり、研修生たちは、日本語で何というのかを覚える、とい

うのでなく、困難な場面をどうやって乗り切ればよいのかを、主人公と一緒に悩み考える中で日本語能力も身に

つけていくことが期待されます。

また、バングラデシュを舞台に展開される場面は不要だと思われるかもしれませんが、まったく新しい外国語や

文化と出会い、すべてが新しい状況の中、自分の殻を破ってコミュニケーションを行う、というのはかなりハードル

が高いことです。そのため、研修生が簡単に想像できる身近な場面から出発し、徐々に世界が広がるように工夫

されています。

『B-JET日本語教材・教師用指導書』の「テキスト概要」より



3. B-JETの⽇本語教材開発教材開発過程で特に⼯夫した点 2/2

従来型の教材は文法構造シラバスを軸にした構成の各項目に場面性を持たせているものが一般的ですが、本

書は、コミュニカティブアプローチの言語学習観を背景に、言語のもつ機能や概念を軸に文法を捉えているという

点で、従来のものとはまったく異なる性格を持ちます。従来型の教材での学習では、知識だけが膨大に積み上げ

られるものの実践場面ではまったく使えなかったり、文法練習のための無意味な文を産出させられ、学習継続に

意欲が沸かなかったりしますが、本書での学習は、初日から使える日本語にこだわって配列されており、このよう

な心配は無用です。さらに、第13課を終了した時点で、JLPTのN4に出題されるレベルの文法項目は網羅してい

るため、正しく学習されれば、問題なくN4にも合格することができます。ただし、、、

『B-JET日本語教材・教師用指導書』の「テキスト概要」より
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• ⾃⼰主導型学習を実践していかなければ⽇本語教師の限られた知識内でしか
専⾨性を発揮できない学習者を⽣み出し続けてしまう。 （伊藤 2014）

• ノーショナルなアプローチに基づいてシラバスや教材を作成してそれを実際
の教育現場に供すると、構造中⼼の考え⽅を持つ教師の⼿にかかると実際の
教育実践は、単に新たな種類の⾔語構造の指導となる。

（⻄⼝ 2017）

4. ⽇本語教育的課題とその解決に向けて従来型の⾔語観を持つ教師



4. 教育実践における問題点JLPT⾄上主義

本来のゴール：コミュニケーション能⼒（⽩井 2012）
(1)⽂法能⼒（⾳声・単語・⽂法の能⼒）
(2)談話能⼒（１⽂以上をつなげる能⼒）
(3)社会⾔語学的能⼒（社会的に「適切」な⾔語を使う能⼒）
(4)⽅略的能⼒（問題が起こったときに処理する能⼒）

(1)⾔語の本質に合った学習法
(2)⾔語習得の本質に合った学習法
(3)個々の学習者の特性に合った学習法

効果的な学習法 (Dörnyei 2001)

←JLPT ではここしか測れない！

←⾔語に関する知識
←⾔語習得に関する知識
←学習者⼼理に関する知識

教師養成は必須であり、かつ急務



https://www.jica.go.jp/publication/mundi/202005/202005_04.html

また、授業においても研修⽣に寄り添う⼯夫を重ね、学習意欲を⾼める
内容にしているという。「歌やゲームの要素を盛り込んだ実践的な⽇本
語を学ぶ授業のほか、⽇本⽂化に親しむイベントや、バングラデシュを
⽇本語で紹介する動画制作も⾏っています。また、研修⽣が教師に質問
や相談をしやすい雰囲気づくりにも⼼がけています」と、⽇本語教育を
担当するJICA専⾨家の江⼝清⼦さんは説明する。

4. 教育実践における問題点専⾨性への無理解





真の国際協⼒を⽬指して⽇本語教育が果たすべき役割



ご清聴ありがとうございました。
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